
 

 

六郷地域学校規模適正化検討協議会ニュース 
                 

平 成 2 6 年 1 0 月 

教 育 政 策 課 

 

 

本市では、少子化により子どもの人数の減少が続き、多くの地域で学校の小規模化が進んでいます。

教育的効果等を鑑みて、過小規模校については、統合再編等を含めた学校の規模及び配置の適正化（学

校規模適正化）が必要となっています。 

教育委員会では、奈良市学校規模適正化検討委員会からの提言を受け、平成 20 年 1 月に「奈良市学

校規模適正化実施方針」と「中学校区別実施計画（案）」を策定し、より良い教育環境の整備・充実の

ため学校規模適正化に向けた取組を進めています。 

平成 23 年度から平成 25 年度を計画期間とする中学校区別実施計画(案)「中期計画」では、「並松小

学校・吐山小学校・六郷小学校は過小規模が継続するようであれば、都祁小学校を含めて統合再編等を

検討する。」としています。 
 

 

 

奈良市学校規模適正化中学校区別実施計画(案)「中期計画」が策定された平成２３年６月 7 日の

翌月、７月２７日に都祁地区自治連合会の皆様に、１０月５日に六郷小学校教職員、翌年７月１０

日に六郷小学校保護者の皆様に説明会を行いました。その後、平成２６年２月２１日に六郷小学校

保護者の皆様に説明会を開催させていただくと同時に意見交換の場をもうけさせていただき、併せ

て、保護者の皆様にアンケートを実施いたしました。そして、6 月１５日にこの集計結果の報告会

を六郷小学校で開催させていただきました。 
 

 

 

都祁地域で実施いたしました保護者アンケートは、都祁地域の小学校の教育環境について「どの

ように考えておられますか」という自由記述による回答をお願いしました。従いまして、ご回答を

いただいた表記から読み取った結果を表しています。読み取り方

によっては、その数値や割合に、多少の前後が生じるとは存じま

すがご了承ください。回答から、「統合再編をしてほしい。」とい

った内容や「統合再編については肯定的な捉え方をされている」

と読み取れたものは『統合再編に前向きな意見』として、また「今

のままでいい。統合再編は反対だ。」といった内容や「統合再編に

ついては否定的に捉えられている」と読み取れたものは『統合再

編に否定的な意見』として、また、肯定的な意見や否定的な意見

のどちらの表現もあり、最終的な意思表示をいただけていない場

合は、『どちらとも言えない』と分類をさせていただきました。 

奈良市学校規模適正化について 

第１号 

これまでの経緯 

アンケート結果 

対象：262 家庭 回答：164 家庭 



第２回学校規模適正化検討協議会の開

催日時については、改めて後日お知ら

せをさせていただきます。 

お問い合わせ先 

 奈良市教育委員会事務局教育政策課 

 ℡３４－５３８６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

並松小学校・吐山小学校・六郷小学校は過小規模が継続するため、集団活動ができる人数を安定

的に確保し、教育環境を整える観点から、都祁小学校を含めて統合再編する。統合先は、都祁小学

校又は都祁中学校の敷地内を候補として、１小１中の小中一貫教育を実施していきたい。 

 

 

（→市教育委員会事務局からの回答） 

・統合再編について意見が一致した 3 校だけでも行うことはできるのか。 

 →４つの小学校を統合再編し、１つの小学校とする計画で進めてまいります。 

・六郷小は一度 3 つの小学校が 1 つになった経緯がある。六郷地区は一番まとめやすい。 

・親よりも子どものことを考えていかなければならない。「統合再編するのであれば早くしてほし

い」という声を何人かから聞いている。認定子ども園でせっかく仲良くなった子と離れるのはさ

みしい。早く進めてほしいと思う。 

・人数が多い方が子どもにとっては良い。一日も早く統合再編していただきたい。 

・今、子どもは認定子ども園で 30 人くらいの中で生活しているが、今の環境と六郷小学校の環境

が違いすぎることで、子どもがどう思うだろうかということが心配である。 

・こども園で仲良くしているのに、30 人足らずなのにバラバラになるのはよくないと思う。 

・小学校が別になってしまうと、認定こども園で仲良くなった子に会っても声をかけにくくなって

しまった。「離れる」ということに違和感がある。離れずに学べる環境は大切だ。 

・主にならないといけないのは子どもであり、PTA が中心となってやっていき、決まったことにつ

いて自治会は後押ししていく。 

・都祁地域が一つになって、この地に生まれてよかった・この地に育ってよかったと思って、子ど

もを育てていく、そんな人に育っていってくれるようなことを考えて、今、動かなければならな

いと思う。 

 

 

 

 

 

 

第 1回六郷地域学校規模適正化検討協議会が１０月９日(木)に開催されました。 

 委員は地域住民の代表 15 名、保護者代表 5 名、学校関係者 5名(学校評議員は地域住民の

代表、保護者代表が 3名兼務されています)の計 22 名で構成されています。 

会長  高村喜代司さん(六郷地区自治連合会会長) 

副会長 田中孝佳さん(針ヶ別所町自治会長、六郷小学校学校評議員) 

森田善稔さん(六郷小学校ＰＴＡ会長) 

 

会長・副会長が選出されました。 

統合再編計画（現在の方針）について 

質疑応答について 

様々な意見をいただいた上で、六郷地域としては、統合再編に向けて前向きに進めることを

了承いただきました。 

 


